
報告資料２ 

東京都選定歴史的建造物の選定候補の追加について 

１．区市町村が推薦する歴史的建造物の選定候補の追加 

新規選定数の減少の一方で、前回の候補の審議から年数が経過していることなどから、区市町村の登録

文化財や、景観施策等で位置づけのあるものを、区市町村に改めて推薦を依頼する。（令和 3 年 4 月２２

日 景観審議会） 

① 区市町村推薦

依 頼 先・・・全６２区市町村

募集期間・・・令和 3 年 7 月 16 日（金）～ 9 月 6 日（月）

推 薦 数・・・3 自治体 7 件

② 審議等経過

令和３年 10 月 11 日（月）・・・第 1 回 歴史景観部会 選定候補の審議 

11 月 22 日（月）・・・第 2 回 歴史景観部会 選定候補の審議 

令和４年 ２月 ３日（木）・・・第 1 回 景観審議会 選定候補の報告 

③ 選定基準を踏まえ、6 件の選定候補を追加。

所有者同意及び区市町村へ意見照会を行い、本年 7 月以降、選定・告示予定。
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                      別紙 

歴史的建造物の選定一覧（令和 4 年 6 月決定） 
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２．近代洋風・和風建築等案件の選定候補の追加 

過去、文献等に基づき調査をしたが、候補として未選定のものなど改めて調査し検討する。 

（令和 3 年 4 月２２日 景観審議会） 
 
調査・検討方針 

① 対象 

 A 過去の調査※において歴史的建造物候補として未選定の建造物 

（約２００件） 

※ 昭和 62～平成 12 年度に行った日本近代建築総覧等をベースとする調査 

   B 近年の調査による文献等に基づき新たに歴史的価値を有する建造物 

（約８０件(作成途中)） 

 

  ② リストアップの絞り込みについて 

   A について、次の視点で選定候補案として絞り込みを行う 

   ・周辺状況の変化等による景観特性の向上 

   ・所有者の管理による保存状態が向上 

   ・区市町村の景観計画等への位置付け など 

   B について、新たに 50 年を経過することとなった昭和 40 年代以降の建物などを、選定基準に照らして検

討していく 

 

  ③ 検討体制・スケジュール等 

   ・歴史景観部会委員によるワーキングでリストの絞り込み、選定候補の抽出を行う。 

   ・リストアップ後、個々の建造物を部会で審議して、候補案を策定 

   ・候補の選定は今年度末を予定 
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